
記入例 
 兼 業 依 頼 書 （ 兼 業 許 可 申 請 書 ・ 許 可 書 ）  

平成２９年４月１日  

国立大学法人北見工業大学長  殿 

                   所 在 地：北見市○○町○番○号 

 法人等名：（財）○○○○ 

 代表者名：理事長 ○○ ○○ 

 

 貴学下記職員に下記のとおり兼業を依頼したいので、承認願います。 

１．兼業依頼職員 所 属：○○○○学科 

         職 名：教授 

         氏 名：○○ ○○ 

２．依頼する役職名：○○○○委員会委員 

  職 務 内 容：○○○○委員会委員として、学識経験者の立場により、○○を目的とした○○に 

          関する審議を行う。 

３．兼業期間  ■ 兼業許可日  から  平成３０年３月３１日 まで 

        □ 平成  年  月  日  から  平成  年  月  日 まで 

４．勤務態様  □ 毎  曜日   時  分 ～  時  分 

        ■ （ 年 ・ 月 ・ 期間内 ・ 週 ）につき  ５ 回 

        □ その他（ 平成  年  月  日（ ）  時  分 ～  時  分） 

          １回あたり    時間 

５．報酬  □ 無 （旅費のみを含む） 

      ■ 有  １ （月・日・回・時間）につき １０，０００ 円 

      □ その他 （                        ） 

６．新規・継続の別  □ 新規  ■ 継続 

７．本依頼書に対する北見工業大学長の回答書（許可書）の必要の有無  □ 有  ■ 無 

８．担当者連絡先 所属･氏名：総務部総務課 ○○ ○○ 

         T E L：０１５７（○○）○○○○ 

         F A X：０１５７（○○）○○○○ 

         E - m a i l：○○＠○○.ac.jp 

※ 兼業従事者記入欄 

上記兼業を申請します。 

                                 平成  年  月  日  

国立大学法人北見工業大学長  殿 

 

氏 名 （署名）              

※ 事務記載欄                      

国立大学法人北見工業大学職員の兼業に関する規程に基づき、上記の兼業を許可する。 

                            兼業許可日 平成  年  月  日  

 

国立大学法人北見工業大学長              【公印省略】 

  

公印等の押印は不要です。 

大学からの連絡の際に必要となります。 

回答書が必要な場合は、本書式に兼業

許可日を記入したものを送付します。 

氏名については、兼業従事者が自署

してください。押印は不要です。 

事務記載欄のため、記入は不要です。 

当該兼業における新規・継続の別

を記入してください。 


